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地域スポーツ活動による震災復興への貢献は可能か
中　村　祐　司
Ⅰ .　震災と地域スポーツ活動
地域スポーツ活動が東日本大震災（2011 年 3
月 11 日。以下、震災と略）からの復興へ何かし
らの貢献をなし得るとすれば、それは何であろう
か。近隣社会の円滑な人間関係、地域コミュニ
ティの再生、競技大会やイベントの開催を通じた
スポーツ関連市場の回復、体を動かすことによる
世代を問わないストレス解消や健康の増進などが
考えられる。
被災自治体においては、まずは住まい、雇用、
賠償、生活基盤（衣食住）の確保といった具合に、
スポーツの領域は、復旧・復興事業をめぐる対応
において後回しにされる傾向にある。
しかし、後述するように、全国津々浦々で展開
されている地域スポーツ活動において、たとえば
総合型クラブは当該地域における多様な構成メン
バーから成り立っていて、メンバーが従事する仕
事も様々な領域に及んでいる。親世代のメンバー
は子供世代を結節点として、共通の地域空間（場
所、施設、活動）に集まってくる。その意味で地
域スポーツ活動の場は、異業種に属する人々が連
携する公共空間でもある。
政策の所管組織にしても所属する雇用組織（仕
事の内容）にしても、さらには社会の末端的組織
にしても、現代社会ではいわば縦割り・縦糸型の
組織や人間関係が浸透している。この点、地域ス
ポーツ活動組織は、異業種構成メンバーと間接的
ではあるが各メンバーの所属組織が各々横割り・
横糸で緩やかにつながっており、その総合体とし
ての地域内横断型（「絆」誘因型）の組織なので
ある。
そうだとすれば、震災から 2 年半が経過した現
時点（執筆時の 2013 年 9 月）において、心理的
な風化も含め復旧・復興の行き詰まり感が色濃い
状況だからこそ、震災復興に貢献する地域スポー
ツ活動 1 の地道な事例を抽出・提示しておくこと
は無意味ではないと考えられる。
そこで以下、被災基礎自治体（岩手県宮古市、
同山田町、同大槌町）を直接訪問し当地で得た関
連資料と、新聞報道（岩手県大船渡市、同陸前高
田市、宮城県石巻市、福島県福島市、同二本松市、
同大熊町、同 J ヴィレッジ、J リーグおよび J1 湘
南ベルマーレによる支援）からの情報にもとづい
て、地域スポーツ活動が震災復興に果たす役割を
考える上での有用な実践事例を提供することとす
る。
Ⅱ .　岩手県宮古市・山田町・大槌町における地
域スポーツ活動の展開
1．広報紙から見る宮古市の地域スポーツ
宮古市では、表 1 のように一定期間に区切って
見ても、震災復興関連の地域スポーツ活動（事業）
が展開されたことがわかる。市外関係者からの協
力も顕著である。
表 1　岩手県宮古市における地域スポーツ活動の
事例 （2012 年 10 月上旬～ 2013 年 2 月中旬）
年月日 事業名・内容
2012.10.7 第 66 回田老地区体育大会（同実行委員会
主催）が「起ち上がろう　ふるさと田老復興大
運動会」をテーマに開催。震災前と同じ田老
一中グラウンドでの開催は 2 年ぶり。子供から
高齢者まで約 800 人が参加。八幡平市民によ
るさんさ踊りや、盛岡四高吹奏楽部によるマー
チングバンド演奏も披露。
2012.10.7 2012 三陸シ カーヤックマラソンレースin 宮古（同
実行委員会主催）が宮古湾内で開催。湾内
を周遊する10㌔のコース。
2012.10.12 「スポ ツーで人と人」をテーマにした日本体育大
学の「スポーツキャラバン」が市民総合体育
館で開催。同大の学生 230 人が参加し、チア
リー ディングやトランポリンなど 11 種目を披露。
2012.10.14 第 2 回早池峰マラソン（ＮＰＯ法人かわい元気
社主催）が川井地域で開催。県内外から118
人が参加。
2012.10.20 第 13 回宮古市障がい者スポーツ大会を宮古
市総合体育館で開催。選手 159 人、応援・
ボランティアなど 91 人が参加。
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2012.11.11 第 26 回宮古サーモン・ハ フーマラソン大会（市
内、全国各地から2,733 人が参加）。
2013.1.12 野球教室。米大リー グの上原浩治が小中学生
約 200 人を対象にキャッチボールや投球練習な
ど基本動作を教えた。会場はグリー ンピア三陸
みやこ。
2013.2.11 第 8 回宮古市小学生縄跳び選手権大会。宮
古市民総合体育館
資料：宮古市総務企画部企画課『広報みやこ』2012
年 11 月 15 日号、4-6 頁、2013 年 2 月 1 日号、7 頁、
宮古市教育委員会『郷土をおこす人づくり』2013 年
1 月 1 日号、7 頁より作成（いずれも 2013 年 3 月 7
日における岩手県宮古市役所訪問時の入手資料）。
2．山田町におけるスポーツ復興の事例
山田町では、2012 年 6 月 2 日 ･3 日に交流イ
ベントが開催された。「シーカヤック体験レポー
ト！」と題して、夏のシーカヤック体験教室を開
催し、県外からの参加者もあった。山田町観光の
人気メニューの 1 つであり、震災後は中断してい
たが、シーカヤックの愛好家と山田町が、「楽し
みながら山田湾の現状と魅力を知ってほしい」と
企画した 2。
また、同じ観光冊子に別号には岩手県立山田高
等学校ボート部の震災後の部活動を再開の経緯が
記載された 3。それによれば、2012 年に創部 50
周年を迎え、これまで全国大会で数多くの賞を獲
得してきた強豪校の岩手県立山田高校ボート部
は、山田湾の湾岸に艇庫を構え、岩手県内で唯一、
湖や川ではなく海で練習を行ってきた。震災によ
る津波で艇庫が破壊され、20 艇以上あったボー
トやオールなどすべてを失った。
1、2 年生の部員 12 人のうち 9 人の自宅は全半
壊し、避難所生活となった。中には身内をなくし
た部員もいた。監督の鎌野貴広教諭は、こんなと
きに遊びのようなボートを再開していいものか。
そもそも海が怖いと思う生徒もいるのではない
か。新学期が始まってもなお葛藤の中にあったが、
部員全員は「再開したい」と応えた。がれきが山
積する山田湾には出られないため、まずは艇庫の
整理、陸上トレーニングを中心に行った。
ボートに乗ることができたのは震災から 50 日
目だった。平日はボート用筋トレマシンでトレー
ニングを行い、週末には車で 2,3 時間のところに
ある花巻市田瀬湖で合宿という日々が続いた。同
年 6 月のインターハイ県予選は、彼らには納得い
かない結果だったが、翌 2013 年の春には、男子
5 人乗りで東北選手権優勝、インターハイ 6 位入
賞という好成績を収めた。活動再開の背景には、
父母会や OB，ボランティア団体など、多くの人
たちの支援があった、という記載となっている。
3．大槌町における運動会・卓球講習会の実施と
公園の運動施設をめぐる住民意見
大槌町虎舞協議会は、2012 年 9 月 30 日に、旧
赤浜小学校体育館で 2010 年以来 2 回目となる大
運動会を開催した。8 つの郷土芸能団体（向川原
虎舞、城山虎舞、小槌神社社人会、雁舞道七福神、
陸中弁天虎舞、中須賀大神楽、臼澤鹿子踊、安渡
虎舞）が参加し、13 の競技（チューチューレース、
パン食い競争、大玉ころがし、綱引きなど）が行
われ、子供からお年寄りまで多くの町民が参加し
た 4。
淑徳大学卓球部による復興支援卓球講習会が
2012 年 11 月 18 日に開かれ、大槌と山田の子供
たち約 80 名が参加した。子供たちはロンドン五
輪日本女子チーム監督や選手のサインももらった
5。
2013 年 2 月 2 日に町方地区に整備予定の公園
について、町民の意見や要望を聞く会が役場庁舎
で開催された。町方地区の防災集団移転区域（須
賀町、栄町など）には鎮魂の森や産業用地が整備
される予定となっており、寺町ふれあい運動公園
が住宅団地になることから、そこにある運動施設
も配置される予定となっている。参加者からは「公
式の試合ができるような立派な施設だけではな
く、町民みんなが気軽に使えるような施設も欲し
い」という声が挙がった 6。
Ⅲ .　新聞報道から見る地域スポーツ活動の復興
への貢献
1．石巻市民球場の復活と追波運動公園テニス
コート再生の模索
宮城県石巻市民球場のグラウンドキーパーを
2005 年から務める佐々木忠氏（50）は、震災発
生当日球場で揺れに襲われ、そのまま約 3 カ月泊
まり込んで復旧作業にあたった。球場は震災で地
盤沈下したうえ、自衛隊などの活動拠点となり、
宿営用テントが建ち並び、トラックの出入りでグ
ラウンドには凹凸ができ使用不能となった。佐々
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木さんも自宅が床上浸水の被害に遭い、家族は避
難所暮らしになったにもかかわらず、自身は球場
スタッフら仲間数人と球場事務所の床に段ボール
を敷いて寝泊まりし、支援物資の仕分け作業に奔
走した。2011 年 7 月には自衛隊が撤収、球場は
米大リーグなどの寄付金で普及し、2013 年 3 月
から利用が再開された 7。
宮城県石巻市の市街地から内陸へ約 10㌔のと
ころに追波（おっぱ）川河川運動公園があり、そ
のなかにコンクリート舗装の凹凸やつぎはぎが目
立つ 8 面のテニスコートがある。石巻ソフトテニ
ス協会理事の石森慶哉（けいや）さん（36）には「子
供たちに思い切りスポーツをさせてあげられるの
に」という強い思いがあった。石巻市では、フッ
トサル場がサッカーの本田圭佑選手の寄付で新設
されるなど、外部からの支援も得た施設は改善が
進んだ一方で、テニスコートは 2 カ所が仮設住
宅用地に。残るコートは市街地から約 25㌔離れ、
地盤が崩れるなどして 4 面しか使えない状況にあ
る。ソフトテニスは石巻市で広く普及し、市内の
中学・高校の部員だけで約 800 人はいたが、震災
後は練習場所を失った学校も少なくなく、市の大
会を開くため近隣都市で会場を探すが確保が難し
く、交通費の負担も大きい。
復興事業の影響を受けるケースもある。津波で
壊滅的な被害を受けた雄勝（おがつ）中は移転先
の石巻北高飯野川校で、使われずに荒れたコート
を懸命の手作業で整備したものの、そこへ雄勝小
の仮設校舎が建設されることになり、昨秋からは
工事で使えなくなってしまった。テニスコートに
ついて、市も 15 年度には改修を予定しているが、
石森さんは経費を自分たちで工面して市へ寄付す
れば早く整備できると聞いた。「市の改修を待つ
うちに子供たちの中学、高校生活は終わってしま
う。何とかしたい」という思いから、経費を 6,000
万円と見込み、民間の震災復興活動や公的な助成
金から支援を受けようと奔走したが、不調のまま
2 年が過ぎた。「グラウンドは形に残り、復興の
シンボルにもなる」という考えから地道に理解や
支援を呼びかけ、1 面ずつ徐々にでも整備する道
も探っている 8。
2．福島ユナイテッドと J ヴィレッジの奮闘
福島ユナイテッドは前身チームが 2005 年から
福島県社会人リーグに参戦し、2011 年 2 月に新
しい運営会社に移管した直後に、東日本大震災が
起きた。2012 年は全国地域リーグ決勝大会で準
優勝し、2013 年から JFL に昇格した。本拠地の
県営あづま陸上競技場は基準を満たせそうだが、
除染と 2014 年の陸上日本選手権開催を控えた改
修工事があり、使えないので、県内の数会場をや
りくりして使用している。代表取締役の鈴木勇人
さん（40）は、試合だけでなく子供たちのために
サッカースクールも開きたい、福島では子供たち
が遊びづらくなっている、子供たちが体を動かす
機会を作りたい、と考えている 9。
福島第一原発から 20㌔の距離にあり、サッカー
の合宿所などの練習施設であった J ヴィレッジ
（福島県広野町と楢葉町にまたがって存在）は、
東日本大震災による東京電力福島第一原発事故の
対策拠点になった。隣接するいわき市が活動場
所である。震災後、約 5,000 人を収容するスタジ
アムを含めて 11 面あった天然芝ピッチは、3 ～ 5
番グラウンド（G）が砂利が敷かれた駐車場になっ
た。右の 2 番 G には下水浄化槽が設置された。7
～ 11 番 G はアスファルトが敷かれ、除染に使っ
た水の保管などに使われている。唯一、手を加え
ていない 1 番 G は、土がひどく掘り起こされて
いる。要するに事故処理に必要な資材置き場や作
業場、除染場、駐車場に転化したのである。ホテ
ル棟のロビー周辺は、福島第一原発事故の収束作
業にあたる作業員たちの休憩所になった。
楢葉町からは避難住民の体操教室を受託し、
2012 年 7 月に、J ヴィレッジで使われていたラン
ニングマシンやベンチプレスをいわき市内の仮設
住宅団地の隣へ持ち込んで仮設フィットネスジム
をオープンした。これまで延べ 5,000 人以上の住
民が利用している。スタッフの永井隆太郎さんに
よれば、利用者は楢葉町の人が約 6 割だが、いわ
き市民も増えている。いわきには楢葉町役場も避
難中で、町民アンケートで復興してほしい町のシ
ンボルとして挙がったのが J ヴィレッジだった。
「避難先で保たれている復興の灯」と、町復興推
進課の猪狩充弘課長補佐は表現する。元々、震災
までにジムや水泳教室などで J ヴィレッジを利用
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した人も延べ 57 万人いた。「サッカーとは別の地
域密着があった」と高田豊治副社長（当時）は捉
えている。その財産を町が頼った形となり、また、
J ヴィレッジにとっても、地元とのつながりこそ
が糧であるし、ジムは会社存続のための、細いな
がらも安定的な事業となっている。
東電に貸し出す形になり、スポーツ施設の機能
を失っても高田副社長は 10 人以上の職員を雇用
し続け、地域振興に目を向けた。収入の多くを占
める東電への施設使用許諾料や賠償金とともに、
こうした収入で運営を継続している。再開を視野
に先行投資にも着手した。電気料金を抑えるべく、
ホテル棟証明の LED 化と自前の太陽光発電の計
画が固まり、今夏には 1 番の G で芝の養生も始
める予定である 10。
3．スポーツ活動場所の確保をめぐる葛藤（福島
県大熊町・二本松市、岩手県大船渡市）
福島県大熊町立大熊中の部活動は、限られた場
所で工夫しながらの練習とならざるを得ない。大
熊町は震災後に避難を強いられ、会津若松市に役
場を移し、震災から 1 カ月余りで学校を開設し
た。大熊中は町役場とともに市第 2 庁舎（会津学
鳳高の旧校舎）に入った。震災前の 6 割にあたる
約 230 人の生徒が集まった。体育の授業や部活動
は、市の運動施設や周辺の学校の体育館を空いて
いる時間に借りてやりくりする。日ごとに場所が
変わり、バス移動が必要な時もあるし、狭い場所
を分け合うことも多い。大熊中は現校舎から約 3
㌔離れた場所にプレハブ校舎を新築し 4 月に移転
する。隣接する会津大短大部のグラウンドを使わ
せてもらう 11。
2013 年 1 月下旬、福島県二本松市のスポーツ
少年団「岳下・杉田ジュニアサッカークラブ」の
体育館での練習には小学生 24 人が参加した。渡
辺信治監督（46）は、「グラウンドは除染済みでも、
すぐそばの植え込みや土手は手つかずで線量は高
いまま。そこへボールを拾いにいった子はどうな
るのか。将来への影響を考えると無理はできない」
と述べる。宮城県気仙沼市では、指導者が不在に
なるなどの理由で四つの少年団が活動休止状態に
なった。全国のスポーツ少年団の登録を取りまと
める日本体育協会でさえ、被災地での少年団の活
動の実態を正確に把握できていないという。
岩手県陸前高田市の市中心部から北西に行った
ところに、ビニールハウスの隣にある傾いた空き
地がある。小学生の野球チーム「米崎リトルスポー
ツ少年団」が手づくりしたグラウンドである。い
つも使っていた米崎小の校庭には仮設住宅が建て
られ、活動場所を失った。大和田武也監督（33）
は津波で浸水した学校近くのリンゴ畑に目をつけ
た。そして、その土地を所有する市と交渉して
グラウンドにする了解を取りつけた。100 本近く
あった木を根っこから抜いて、手製の防球ネット
を張り巡らした。雨が降るたびに土砂が流され、
何度もダンプカーで土を入れたが自前のグラウン
ドができあがった 12。
震災は子供たちからスポーツをする場所を奪っ
た。がれきの撤去が進み、仮設商店街が整備され
ると、物資は行き渡り始めが、学校の校庭、公園
などには仮設住宅が優先して建てられた。学校で
は仮設住宅の脇に出来たわずかなスペースで部活
動が行われていた。J1 鹿島の小笠原満男（33）と、
大船渡高サッカー部の同期で、市内で民宿を営む
今野当さん（33）は、津波で壊滅し、校舎を取り
壊されて更地になった大船渡市立赤崎小跡地のグ
ラウンド造りに奔走した。2013 年 4 月下旬に完
成するめどがついた。グラウンド建設計画が進ん
だのは、今野さんら地元の人々が管理運営を一手
に引き受けたからである。
大船渡市赤崎町内では震災前、市立赤崎小学校
と蛸ノ浦小の児童がそれぞれ参加する 2 つの少年
野球チームが活動していたが、震災後は両チーム
のメンバーは各 20 数人から、大会に出場登録で
きる条件の 10 人を下回るようになった。赤崎小
は 3 階建ての校舎が 2 階まで浸水し、運動場は解
体された建物のがれき置き場に姿を変えた。蛸ノ
浦小の運動場には仮設住宅が建った。震災当時、
赤崎小のチーム監督を務めていた小松格さん（48）
らが、同じ境遇に悩む蛸ノ浦小の保護者らと相談
し、両チームを統合して結成したのが、赤蛸少年
団である。2013 年 4 月からメンバー 19 人で活動
を再開した。
保護者らの熱意は、県立大船渡高校の卒業生ら
も動かし、同校 OB が運営する一般社団法人「東
北人魂・岩手グラウンドプロジェクト」（同市）
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が赤崎小跡地の整備を計画した。無償で土地を使
えるよう市と交渉し、整備資金を募金活動などで
かき集め、がれき置き場は約 1 万 8,000㎡の多目
的運動場になった。赤崎町の少年野球チームはメ
ンバーや練習場所だけでなく、運動用具の確保と
いう問題にも直面した。津波でバットやボールな
どが流されたが、震災後間もなく、岩手県野球協
会（盛岡市）を通じ、全国から用具の提供が相次
いだ。
NPO 法人、グローバル・スポーツ・アライア
ンス（東京・渋谷）は 2,011 年 4 月から、大船渡
市や宮城県南三陸町、福島県相馬市など約 10 の
市町村に、野球用品やサッカー用品など新品と中
古品合わせ数千点を送った。また、子供たちが所
属する地域スポーツクラブを支援するのは NPO
法人、クラブネッツ（福島市）である。2013 年 4
月、18 歳以下のクラブ員 1 人当たり毎月数千円
分の会費助成を始めた 13。
4．新たな地域スポーツ活動の萌芽と復興支援（岩
手県陸前高田市・釜石市、J リーグ、J1 湘南ベ
ルマーレ）
岩手県陸前高田市内初の総合型地域スポーツク
ラブ「総合型りくぜんたかた」は、NPO 法人格
を市に申請中で、2014 年度から活動を本格化さ
せる予定である。立ち上げに携わる管野修さん
（59）は、「手を差し伸べてもうらうだけでは、真
の復興は成し遂げられないのでは」と思い始めた
ことが原動力となっている。津波に流されたス
ポーツ用品店を仮設で再建し、その角に事務所を
設けた。国の被災地支援制度を活用してスタッフ
を採用し、昨秋からヨガや幼児向け運動教室を開
いている。今後はテニスや陸上競技も手がけたい
という。
陸前高田市から北東へ約 50㌔の釜石市には
2001 年に発足した「唐丹（とうに）すぽこんク
ラブ」がある。被災前は会員約 190 人が野球やマ
マさんバレー、ウオーキングなどに打ち込んでき
た。事務局長の下村恵寿さん（63）は自宅が半壊
し、避難所に身を寄せたが、数日後にはもう「気
晴らしに体操しませんか」と呼びかけていた。そ
の年の秋からはクラブとして仮設住宅団地を巡
り、軽いスポーツを勧めている。これまで、クラ
ブを通してスポーツへの興味を深めた会員が、独
自にサークルを結成した例が三つある 14。
2012 年度の J リーグの東日本大震災復興支援
活動の報告書によると、リーグや各クラブの活動
回数は 2012 年の 1 年間で 964 回を数え、募金や
チャリティー活動などで集まった金額は 2,997 万
4,574円に上る。2012年は復興支援スペシャルマッ
チを茨城県鹿嶋市内で開催した。試合の収益の一
部や募金でグラウンド用の簡易証明を購入して、
被災地沿岸部に寄贈する活動も行い、宮城県気仙
沼市、岩手県大槌町でそれぞれ贈呈式を行った。
被災した仙台、水戸、鹿島だけでなく、川崎が岩
手・陸前高田市で活動したり、湘南が福島のサッ
カー少年を試合に招待するなど、各クラブでも支
援活動に取り組んでいく 15。
東日本大震災が起きた翌日、J1 湘南ベルマー
レの真壁潔（51）社長は、被災地に駆けつけた支
援団体から「水も食料も毛布も不足している」と
いう連絡を受けた。クラブのスポンサー関係者ら
に相談すると、「ウチの商品のカマボコを出しま
すよ」「ウチからミネラルウオーターを運びましょ
う」「大型トラックを運転手付きで使ってくださ
い」といった反応があった。公式サイトで「被災
地に送る物資を集めています」と告知すると、衣
服、衣料、トイレットペーパーなどが次々と寄せ
られた。支援物資を運んだトラックは東北へ何往
復もした。スタジアムで出店している飲食業者は
キッチンカーで避難所に向かい、クレープやハン
バーガーなどを提供した。活動費は募金で集め、
選手も足を運んで子供たちとサッカーをした。
湘南は被災地の子供たちを随時、ホームタウン
に招待している。チャリティー T シャツを売っ
て旅費をつくり、J リーグの観戦、サッカーの交
流試合、海水浴、観光などを楽しんでもらう。こ
の招待事業も地元の協力で成り立っている。平塚
競輪場が宿泊所を、飲食店が食事を、大学がサッ
カーグラウンドを提供する。商店街や商工会議所
がアイデアを出し合い、平塚魚市場で縁日のよう
な催しをしたり、スタンプラリーをしたりする
16。
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以上のように、主に被災自治体におけるスポー
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ツ活動の事例に注目して、現地において直接得た
資料と新聞報道を情報源に、各々の抽出内容を提
示した。
宮古市、山田町、大槌町のいずれにおいても、
当該地域の生活空間においてスポーツ活動が浸透
とまではいえないにしても、生活の節目の要所要
所で存在していることが分かった。部活高校生の
頑張りが地域再建への心的側面でのポジティブな
影響を及ぼしていることが伝わってきたし、ス
ポーツレジャー活動が観光再建とも関わっている
事例も示された。また、地域の公園機能にスポー
ツレクリエーション空間は不可欠と捉える住民の
存在も明らかになった。
新聞報道からは、震災やその後の他用途への機
能転化が、いかに子供たちのスポーツ空間を奪っ
てきたかを示す複数の事例を紹介した。そして活
動場所の確保と復活・新設をめぐる関係者間の協
力と奮闘ぶりについても提示した。とくに放射能
問題については、安心・安全なスポーツ活動にとっ
て、今日に至るまで大きな壁となり続けている現
実が明らかとなった。
一方で、地域スポーツ活動が震災復興への一つ
の切り札となっているのでは、と思わせる事例も
存在した。震災後、機能のすべてを失ったサッカー
場が、これまでの遺産を活かす形で、別の土地で
の教室開催などを通じて運営を継続し、そのこと
が多くの地域住民にとっての復興の心の拠り所と
なっている現実が存在する。被災自治体以外を拠
点とする地域スポーツクラブが、まさに横糸をつ
なぐ形で復旧支援を実現したことは、地域スポー
ツ活動を通じて養われた当該地域における横広が
りの人的・物的・機能的ネットワークが可能とす
る地域総合力が、いざという時に発揮されたこと
を如実に示している。
したがって、まだまだ断片的・分散的ではある
ものの、そして、まだまだ震災復興貢献への萌芽
的段階ではあるものの、地域スポーツ活動を通じ
た貢献は可能であるという結論に至った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1
 たとえば、東京都港区では「スポーツの新たな価値」
として、「東日本大震災後、スポーツは復興のシンボル
として、また、被災者の心を癒やし、鼓舞する力を持
つものとして、あらためて着目されました」と表記し
ている（東京都港区教育委員会『港区スポーツ推進計
画　2012 年度～ 2017 年度』2012 年 3 月、7 頁。2013
年 5 月 24 日における港区教育委員会事務局生涯学習推
進課訪問時の入手資料）。
2
 岩手県山田町観光協会『観光　やまだ Vol.1』（2012 年
8 月）、5 頁（2013 年 3 月 8 日における岩手県山田町役
場訪問時の入手資料）。
3
 山田町観光協会『やまだ　vol.3』（2013 年 3 月）、7-8 頁（同
入手資料）。
4
 おらが大槌夢広場復興館「大槌新聞」第 14 号、2012
年 10 月 8 日（2013 年 3 月 8 日における岩手県山田町
おらが大槌広場復興館訪問時の入手資料）。
5
 同第 21 号、2012 年 11 月 26 日（同入手資料）。
6
 同第 33 号「わき水を活かした公園を　町方公園にアイ
ディア続出」、2013 年 2 月 25 日（同入手資料）。
7
 毎日新聞 2013 年 5 月 9 日付「石巻球場　僕の作品」。
8
 同 2013 年 3 月 15 日付「石巻のテニス熱　絶やさぬ」。
9
 毎日新聞 2013 年 3 月 26 日付「昇格果たして前例に」。
10
 朝日新聞2012年9月12日付「復興の灯ともす J ヴィレッ
ジ」、同 2013 年 3 月 1 日付「芝荒れても復興諦めない」、
産経新聞 2013 年 3 月 11 日付「必ず元の姿に」より。
11
 毎日新聞 2013 年 3 月 13 日付「避難先でも運動量確保」。
12
 朝日新聞 2013 年 3 月 3 日付「夢追う環境　少しずつ」。
13
 読売新聞 2013 年 3 月 9 日付「大船渡　再びグラウンド
を」。日本経済新聞 2013 年 7 月 5 日付「野球少年、恩
返しへ一丸」。
14
 朝日新聞 2013 年 3 月 5 日付「軽い運動　自立への一歩」。
15
 毎日新聞 2013 年 3 月 26 日付「『忘れない』震災復興支
援を継続」。
16
 日本経済新聞 2013 年 5 月 10 日付「地域に横糸　広が
る縁」。
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Abstract
This paper is to present the local sports activities which contribute to the revival from the Earthquake Disaster in 
Japan.
The Earthquake Disaster deprived children of sports activities places including sports facilities, sports grounds, 
gymnasiums, baseball grounds, football grounds, and tennis courts etc. Moreover, many sports activities spaces were 
diverted to temporary houses. Many sports extracurricular activities were faced with difficulties of getting opportuni-
ties to do sports.
However, some stricken areas faced the many hardships of these sports negative situations and overcame difficul-
ties by mutual cooperative sporting aids. In conclusion based on cases, it is possible that local sports activities can 
contribute to the revival from the Earthquake Disaster in Japan.
（2013 年 10 月 31 日受理）
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